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マ
ス
／
マ
ス
以
前
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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シ
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の
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神
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John D

urham
 Peters. Speaking into the Air: A H

istory of the Idea of Com
m

unication―
 
 
 

 

温
秋
穎 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
英
語
が
日
本
に
は
じ
め
て
入
っ
た
の
は
、

一
九
四
七
年
ご
ろ
だ
と
思
う
。
あ
っ
と
い
う
ま
に
「
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
追
い
こ
し
て
、「
マ
ス
コ
ミ
」
と
い

う
ふ
う
に
み
じ
か
く
さ
れ
て
、
日
常
の
日
本
語
の
中
に
く
み

こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
）
。 

 日
本
語
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
の
使
い
分
け
に

つ
い
て
、
鶴
見
俊
輔
は
一
九
七
三
年
に
、
以
上
の
よ
う
に
書
い

た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
研
究
分
野
が
社
会
学
者
や
批
評
家
の
注
目
を
集

め
（
二
）
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
が

提
起
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
史
」
が
も
つ
外
縁
の
広
さ
の
た
め
か
、
有
力
な
研
究
分
野
と

し
て
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
三
）
。 

鶴
見
が
言
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
マ
ス
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
二
つ
の
こ
と
ば
の
分
断
は
現
在
も

続
い
て
お
り
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
近
年
の

研
究
動
向
と
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
範
囲
は
必
ず
し
も
重
な
っ
て
い
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な
い
。 

二
〇
二
二
年
に
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
が

「
日
本
メ
デ
ィ
ア
学
会
」
に
学
会
名
を
変
更
す
る
過
程
に
お
い

て
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
を

回
顧
し
つ
つ
各
研
究
の
理
論
と
領
域
を
再
考
す
る
討
論
が
行
わ

れ
た
（
四
）
。
こ
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
研
究
へ
の
注
目
が
高
ま
る
な

か
で
、
事
象
と
し
て
の
、
ま
た
、
研
究
領
域
と
し
て
の
「
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
つ

な
げ
て
考
え
て
み
る
良
い
機
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
な
か
で
、
改
め
て
注
目
す
べ
き
著
作
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・

ダ
ラ
ム
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
（John Durham

 Peters, 1958~

）
の
『
空

に
向
か
っ
て
語
る―

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神
史
』

（Speaking 
into 

the 
Air: 

A 
H

istory 
of 

the 
Idea 

of 
Com

m
unication, 1999

）（
五
）

を
挙
げ
た
い
。
本
書
は
日
本
で
は

ま
だ
多
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
海
外
で
は
七

つ
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
多
く
の
大
学
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
推

薦
図
書
と
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
と
メ
デ
ィ

ア
研
究
に
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
労
作
で
あ
る
。 

ジ
ョ
ン
・
ダ
ラ
ム
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
一
九
八
六
年
か
ら
ア

イ
オ
ワ
大
学
で
三
〇
年
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
メ
デ

ィ
ア
理
論
を
教
え
た
後
、
現
在
は
イ
エ
ー
ル
大
学
の
「
イ
ギ
リ

ス
文
学
、
映
画
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
」
専
攻
で
教
鞭
を
と
っ
て
い

る
。
二
〇
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
驚
異
の
雲―

環
境
的
な
メ

デ
ィ
ア
哲
学
へ
』（M

arvelous Clouds: Toward a Philosophy 
of Elem

ental M
edia

）
で
は
、
人
間
の
存
在
と
技
術
、
環
境
を

融
合
す
る
メ
デ
ィ
ア
哲
学
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、
注
目
を

集
め
た
。
こ
の
『
驚
異
の
雲
』
に
先
立
つ
本
書
『
空
に
向
か
っ

て
語
る
』
に
お
い
て
も
、
存
在
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
発

想
の
萌
芽
が
あ
る
。 

本
稿
は
、『
空
に
向
か
っ
て
語
る―

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

精
神
史
』
の
内
容
を
要
約
し
、
そ
の
思
考
の
筋
道
や
論
理
の
運

び
方
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
書
が
網
羅
す
る
欧

米
の
哲
学
史
や
文
化
史
の
専
門
知
識
は
評
者
の
専
門
の
範
囲
を

超
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
最
後
の
総
評
で
は
本
書
の
研
究
の

視
座
を
確
認
し
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
お
い
て
評
価
す
べ
き

点
と
、
さ
ら
な
る
発
展
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
初
歩
的
な
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ま
と
め
を
行
い
た
い
。 

 
な
お
、
本
文
中
の
カ
ッ
コ
で
記
す
ペ
ー
ジ
数
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
出
版
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
大
学
出
版
社
に
よ
る
本
書
の
ペ
ー
パ

ー
バ
ッ
ク
版
の
も
の
で
あ
る
。 

  
 
 

二 

本
書
の
内
容 

 

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
問
題 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神
史
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
を
取
る
本
書
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
逆
説
的

な
思
考
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
現
代
人
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
し
ば
し
ば
、
誤
解
が
な
く
心
が
開
か

れ
た
状
態
を
指
す
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
起
き
る
種
々
の
困

難
は
、
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
も
解
決
で
き
な
か
っ
た
。
発
信

者
の
意
志
と
一
致
す
る
こ
と
な
く
、
歪
ん
だ
り
誤
っ
た
り
し
た

伝
達
（m

iscom
m

unication

）、
言
い
換
え
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
挫
折
な
い
し
崩
壊
が
随
所
で
見
ら
れ
る
。 

「
本
書
の
目
的
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た

近
代
の
思
想
を
追
及
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
近
代

的
観
念
の
起
源
を
た
ど
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

近
代
の
経
験
は
な
ぜ
し
ば
し
ば
行
き
詰
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
」（
一
頁
）。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
自
己
と
他
者
の
痛
ま
し

い
分
離
状
態
、
私
と
公
、
内
面
的
な
世
界
と
外
に
語
る
こ
と
ば

と
い
っ
た
課
題
へ
の
思
考
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。
本
書
は
二

〇
世
紀
に
起
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
の
問
題
を
発
掘

す
る
の
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
提
起
し
た

「
永
遠
な
る
現
在
」（nunc stans

）
と
い
う
手
法
を
参
照
し
て
、

現
在
の
状
況
に
密
接
す
る
歴
史
を
回
顧
す
る
方
針
を
取
っ
て
い

る
（
三
頁
）。 

続
い
て
序
章
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念

を
解
説
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
と
第
二
次
大
戦
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
を
概
観
し
て
い
る
。 

ま
ず
、
著
者
は
歴
史
的
に
豊
富
な
意
味
を
持
つ
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
の
分
岐
を
解
説
し
た
。
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「
伝
え
る
」
（im

part

）
、
「
共
有
」(share)

、
「
提
携
」(m

ake 
com

m
on)

と
い
う
意
味
を
も
つ
ラ
テ
ン
語
の
「com

m
unicare

」

が
、
英
語
に
入
っ
た
の
は
一
四
、
一
五
世
紀
頃
だ
っ
た
。
そ
の

後
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
は
四
つ

に
分
岐
し
た
と
い
う
。
第
一
は
、
共
同
体
で
行
わ
れ
た
受
信
の

行
為
と
し
て
の
「
伝
え
る
」（im

part

）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

こ
れ
が
主
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。第
二
は
、「
運
搬
」（transfer

）

あ
る
い
は
「
伝
達
」（transm

ission
）
の
意
味
で
、
こ
れ
は
当
初

は
物
質
的
な
も
の
を
運
搬
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
が
、
後
に

思
想
や
意
味
を
伝
達
す
る
意
味
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。た
だ
、

必
ず
し
も
発
信
側
と
受
信
側
の
相
互
的
な
作
用
を
指
す
と
は
限

ら
な
い
。第
三
は
、二
回
の
運
搬
、す
な
わ
ち「
交
換
」（exchange

）

の
意
味
で
あ
り
、過
去
一
世
紀
の
間
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

二
つ
の
端
末
を
つ
な
げ
る
こ
と
だ
け
で
も「
交
換
」に
な
る
し
、

そ
れ
以
上
に
両
者
の
思
想
や
心
の
出
会
い
と
融
合
が
し
ば
し
ば

理
想
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
第
四
は
、
人
間
の
存
在
と
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
記
号
の
相
互
作
用
を
包
括
す
る
意
味
で
あ
り
、

人
間
の
あ
ら
ゆ
る
能
力
を
表
す
ギ
リ
シ
ア
語
の
ロ
ゴ
ス
（logos

）

に
近
い
。 

本
書
に
お
い
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
単
数
形
を
使

う
場
合
は
、
自
己
と
他
者
を
調
和
す
る
こ
と
（reconciling self 

and other

）
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
（
九
頁
）。
象
形
文
字
、

暦
、
印
刷
、
郵
便
、
電
信
、
ラ
ジ
オ
、
ケ
ー
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
「
意
味
を
も
つ
メ
デ
ィ
ウ
ム
」
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
複
数
形
で
表
記
す
る
（
六
）
。
な
お
、

本
書
評
で
記
す
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
特
記
し
な
け

れ
ば
原
文
に
お
け
る
「com

m
unication

」
の
単
数
形
の
翻
訳
で

あ
る
。 

一
九
世
紀
以
降
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
が
誕
生
し
た

前
後
の
歴
史
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
一
八
八
〇
～
一

八
九
〇
年
代
ま
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
つ
の
明
白

な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
哲
学
の
領
域
で
中
心
的
な
概
念
に
な

り
、
社
会
思
想
、
現
代
文
学
、
芸
術
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て

も
重
要
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。 

一
九
二
〇
年
代
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
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見
方
は
、
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
善
あ
る
い
は
悪
の
た
め
、
民
衆
を
一
つ
に
し
て

政
治
的
な
秩
序
を
構
築
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
破
壊
す
る
力
で

あ
る
。
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
、
政
治
学
者
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

リ
ッ
プ
マ
ン
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
の
ル
カ
ー
チ
・
ジ
ェ
ル

ジ
ュ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
言
葉
の

意
味
論
的
な
曖
昧
さ
を
解
消
し
、
理
性
的
な
社
会
関
係
を
構
築

す
る
手
段
で
あ
る
。
Ｃ
・
オ
グ
デ
ン
、
Ｉ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
『
意

味
の
意
味
』（The M

eaning of M
eaning, 1923

）
が
代
表
的
で
、

今
日
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
な
か
で
最
も
有
力
な

説
で
あ
る
。
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
孤
独
な
個
人
の
超
越

で
き
な
い
障
壁
で
あ
る
。
カ
フ
カ
『
城
』(

一
九
二
六)
や
エ
リ

オ
ッ
ト
『
荒
地
』(

一
九
二
二)

と
い
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
文
学

や
美
学
に
お
い
て
よ
く
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。
④
ハ
イ
デ
ガ
ー

『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七
）
の
な
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
個
人
が
他
者
の
他
者
性
を
知
覚
し
て
開
か
れ
た
状
態
で

あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
サ
ル
ト
ル
や
ア

レ
ン
ト
は
、
い
ず
れ
も
情
報
交
換
の
問
題
に
興
味
を
示
さ
な
か

っ
た
。
⑤
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
に
よ
る
実
用
主
義
な
見
方
に
お

い
て
、
孤
立
す
る
個
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
行
動
の
集
結
を
行
う
。
デ
ュ
ー
イ

に
よ
る
実
用
主
義
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
は
、
語
用
論
と

言
語
行
為
理
論
へ
の
関
心
を
増
幅
さ
せ
た
。 

著
者
は
、
一
九
二
〇
年
代
を
後
の
時
代
に
つ
な
が
る
起
点
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
を
区
別
す
る
意
識
は
、
当
時
は

欠
乏
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
状
況
が
変
わ
り
、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
意
義
を
主
題
と
し
て
、
社
会
調
査

の
手
法
を
用
い
る
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
意
味
合
い
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
＝
「
意
味
を
も
つ
メ
デ
ィ
ウ
ム
」
か
ら
は
脱

落
し
は
じ
め
た
。 

一
九
四
〇
年
代
以
降
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
の
形

が
整
え
ら
れ
て
い
く
。
と
く
に
第
二
次
大
戦
後
、
知
識
人
と
公

衆
の
関
心
が
再
び
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
向
か
っ
た
。

こ
の
関
心
は
主
に
「
情
報
理
論
」（inform

ation theory

）
と
「
治
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療
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」（therapeutic discourse

）

と
い
う
二
種
類
の
言
説
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ノ
ン
の
『
通
信
の
数
学
的
理
論
』（
一
九
四

八
）
に
大
い
に
刺
戟
さ
れ
て
、「
情
報
」
と
い
う
概
念
は
自
立
し

て
い
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
情
報
の
交
換
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
た
。
情
報
理
論
で
は
、
情
報
量
を

持
つ
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
有
し
、

他
の
事
物
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
通
信
の
分
野
に

限
ら
ず
、
生
命
科
学
や
国
際
政
治
、
人
々
の
社
会
生
活
へ
の
指

導
に
い
た
る
ま
で
、
情
報
理
論
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。 

ユ
ネ
ス
コ
が
成
立
し
て
以
降
、
ユ
ネ
ス
コ
に
参
与
し
て
い
た

研
究
者
の
間
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
啓

蒙
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
人
道
主
義

的
な
心
理
学
者
の
カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
、
治
療
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。「
精
神
療
法
の

目
的
は
、
自
分
と
の
、
ま
た
他
人
と
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
彼
は
唱
え
た
。
こ
の
よ

う
な
癒
し
を
求
め
る
反
面
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
失

敗
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
冷
戦
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
経
済
成

長
と
テ
レ
ビ
の
普
及
を
前
に
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

失
敗
は
、
孤
独
な
個
体
、
あ
る
い
は
、
操
作
さ
れ
た
大
衆
を
生

み
出
し
か
ね
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、「
情

報
理
論
」
と
「
治
療
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
の
言
説

は
ア
メ
リ
カ
の
文
化
史
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、
ま
た
両

者
と
も
、
不
完
全
な
人
間
の
交
流
が
技
術
の
発
展
に
よ
り
き
っ

と
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
信
じ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
影
響

力
が
拡
大
し
た
一
九
世
紀
以
降
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論

の
発
展
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
有
す
る
と
い
う
、
一
九
世
紀
に
起
き
た

自
己
認
識
の
変
革
が
も
た
ら
し
た
思
想
的
か
つ
倫
理
的
、
政
治

的
な
意
味
は
、
ま
だ
十
分
に
跡
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
著
者
は

考
え
て
い
る
（
一
頁
）。
と
く
に
、
技
術
の
発
展
を
手
に
入
れ
て

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
を
依
然
と
し
て
取
り
除
け

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
人
間
に
と
っ
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
以
下
、
本
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書
は
「
マ
ス
」
が
出
現
す
る
以
前
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
人
々
の
精
神
史
を
追
っ
て
い
く
。 

 

第
一
章 

対
話
と
散
布 

 

第
一
章
で
は
、
欧
米
の
道
徳
論
の
な
か
で
二
人
の
重
要
人
物

で
あ
る
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
観
を
考
察
す
る
。
欧
米
の
道
徳
論
と
同
じ
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
も
、
長
ら
く
こ
の
対
立
す
る
両
者
か

ら
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。 

 

（
一
）『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
な
か
の
「
対
話
」 

 

プ
ラ
ト
ン
が
綴
っ
た
対
話
篇
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
内
容
の
前

半
は
、
主
に
弁
論
家
の
パ
イ
ド
ロ
ス
と
リ
ュ
シ
ア
ス
に
よ
る
愛

（love

）
に
対
す
る
見
解
で
あ
り
、
後
半
は
書
写
と
修
辞
学
に

関
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
名
高
い
批
判
で
あ
る
。
著
者
は
、

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
主
題
を
「
こ
と
ば
が
置
か
れ
た
状
況
と
、

愛
の
相
互
性
（m

utuality

）」
と
ま
と
め
て
い
る
（
四
一
頁
）。

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
前
半
で
は
、
エ
ロ
ス
（eros

）
と
い
う
個

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
後
半
で
は
修
辞
学
と
い
う

多
数
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
扱
っ
て
い

た
と
い
う
。 

同
書
に
出
て
く
る
三
つ
の
演
説
の
な
か
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に

よ
る
最
後
の
一
つ
が
欧
米
の
思
想
に
巨
大
な
影
響
を
与
え
続
け

て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
説
い
た
理
想
を
受
け
継
ぎ
、
ヘ
ー
ゲ

ル
と
マ
ル
ク
ス
は
人
間
の
基
本
的
な
単
位
が
二
人
で
あ
る
と
信

じ
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
批
判
的
な
継
承
を
経
て
、

今
日
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
尺
度
に
な
っ
て
い
る
。 

最
後
の
演
説
で
、
後
に
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
が
新
し
く
誕
生
し
た
。
こ
こ
で
、
プ
ラ

ト
ン
が
綴
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、相
互
性
の
な
い
関
係
と
し
て
、

書
写
と
い
う
行
為
と
相
手
を
通
貫
す
る
行
為
（penetrate

）
と

を
否
定
し
て
い
た
。
そ
の
反
面
、
哲
学
を
追
求
す
る
こ
と
は
、

知
恵
を
愛
す
る
哲
学
の
愛
で
あ
り
、
哲
学
の
恋
人
の
二
人
が
共

同
に
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
二
人
の
関
係
で
は
、

相
手
の
身
に
自
己
の
存
在
を
見
出
す
た
め
、
主
体
と
客
体
の
区

別
が
な
く
、強
制
や
操
作
と
い
っ
た
一
方
通
行
の
行
為
も
な
い
。 
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弁
論
術
と
書
写
に
対
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
見
解
は
、
愛
に
対

す
る
も
の
と
共
通
し
た
。良
い
演
説
は
真
理
を
説
く
と
同
時
に
、

聞
き
手
の
立
場
に
も
配
慮
し
、
彼
ら
の
分
か
る
範
囲
に
あ
わ
せ

て
適
切
な
弁
論
術
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

書
写
は
随
意
的
な
散
布
の
行
為
で
あ
り
、
送
り
手
と
受
け
手
の

緊
密
な
関
係
は
達
成
で
き
な
い
。『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
に
お
い
て
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
ひ
と
た

び
書
き
も
の
に
さ
れ
る
と
、
ど
ん
な
言
葉
で
も
、
そ
れ
を
理
解

す
る
人
々
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
、
ぜ
ん
ぜ
ん
不
適
当
な
人
々

の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
お
か
ま
い
な
し
に
、
転
々
と
め
ぐ
り
歩

く
」、「
あ
や
ま
っ
て
取
り
あ
つ
か
わ
れ
た
り
、
不
当
に
の
の
し

ら
れ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
、
父
親
で
あ
る
書
い
た

本
人
の
た
す
け
を
必
要
と
す
る
」（
七
）
。 

著
者
は
、
書
写
を
批
判
す
る
以
上
の
論
点
が
、
後
に
印
刷
術

や
写
真
、
蓄
音
機
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
誕
生
し
た
時
代
に
も
繰
り
返
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
批
判
は
、
パ
ピ
ル
ス
に
書
く
よ
り
は
、
人
間
の
魂
に

書
く
＝
生
身
の
人
間
か
ら
教
わ
る
ほ
う
が
永
久
的
だ
と
考
え
て

い
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
理
想
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、「
パ
イ
ド
ロ
ス
の
偉
大
な
美
徳
は
、
メ
デ
ィ
ア

批
判
の
規
範
的
根
拠
を
驚
く
ほ
ど
明
確
に
綴
り
、
さ
ら
に
、
メ

デ
ィ
ア
と
は
何
か
を
再
考
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」（
四
七
頁
）。 

 

（
二
）
共
観
福
音
書
の
な
か
の
「
散
布
」 

 

「
散
布
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
は
、
共

観
福
音
書
（
八
）

の
二
種
類
の
た
と
え
話
か
ら
明
ら
か
に
見
て
取

れ
る
。
ま
ず
、
福
音
書
で
記
述
さ
れ
た
イ
エ
ス
は
、
海
岸
に
ひ

し
め
く
聴
衆
に
向
け
て
、
種
を
ま
く
者
（sower

）
の
た
と
え
話

を
説
く
流
布
者
と
し
て
登
場
し
た
。
種
を
ま
く
者
は
、
種
を
た

く
さ
ん
実
ら
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
種
を
播
い
て

い
た
。
し
か
し
多
く
の
種
は
、
鳥
に
食
べ
ら
れ
た
り
、
旅
行
者

に
踏
ま
れ
た
り
し
て
、
永
遠
に
実
を
結
ば
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

わ
ず
か
な
種
だ
け
が
、
受
容
性
の
あ
る
土
壌
で
育
っ
て
実
を
結

ん
だ
。
イ
エ
ス
は
こ
の
話
し
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、「
聞
く
耳

の
あ
る
者
に
聞
い
て
も
ら
お
う
（
引
用
者
訳
）」
と
聴
衆
に
説
い

た
。 
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著
者
は
、
種
を
ま
く
者
の
た
と
え
話
、
と
く
に
イ
エ
ス
の
最

後
の
訴
え
は
、共
観
福
音
書
の
読
み
手
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、

二
重
の
た
と
え
話
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
聞
き
手

を
選
び
、
伝
達
の
内
容
に
慎
重
な
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
な
か
の

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
く
ら
べ
れ
ば
、
イ
エ
ス
は
聞
き
手
を
選
ぶ
こ
と

な
く
、
広
く
教
え
を
散
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
統
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
趣
意
に
よ
れ
ば
、
散
布
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
は
対
話
と
は
対
等
で
あ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
対
話
よ
り
も
優
れ
て
い
る
」（
五
三
頁
）。 

 

ま
た
、
共
観
福
音
書
の
な
か
の
別
の
た
と
え
話
に
お
い
て
、

「
相
互
利
益
を
遅
延
さ
せ
る
」（the suspension of reciprocity

）

と
い
う
主
題
が
追
求
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音

書
に
は
、
労
働
の
量
が
異
な
る
が
報
酬
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う

た
と
え
話
が
あ
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
論
じ
た
書
写
と
読
者
の

関
係
の
よ
う
に
、
個
性
が
異
な
り
、
要
求
が
異
な
る
労
働
者
に

対
し
て
、
雇
い
主
が
同
じ
方
法
で
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
ル
カ

に
よ
る
福
音
書
の
な
か
の
失
っ
た
も
の
に
関
す
る
た
と
え
話
で

は
、
も
の
を
失
っ
た
人
と
そ
の
周
辺
で
は
、
結
果
と
し
て
何
か

を
浪
費
し
て
い
た
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
の
テ
ー
マ
で
は
、
浪
費
が
中
心

的
な
主
題
と
さ
れ
て
お
り
、
イ
エ
ス
は
そ
の
無
駄
を
惜
し
ま
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
浪
費
を
嫌
悪
す
る
。
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
な
か
の
犠
牲
的
非
計
算
的
な
神
か
ら
の
愛
、

す
な
わ
ち
ア
ガ
ペ
ー
は
、
し
ば
し
ば
「broadcast

」（
九
）

と
い
う

言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
（
五
五
頁
）。 

 

こ
こ
で
、
本
書
が
取
り
扱
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神

史
を
俯
瞰
す
る
二
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
「
対
話
」
と
「
散
布
」

が
、
対
比
さ
せ
な
が
ら
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
キ
リ

ス
ト
教
の
「
散
布
」
の
モ
デ
ル
に
近
い
著
者
の
倫
理
的
な
立
場

も
表
明
さ
れ
た
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
空
に
向
か
っ
て

語
る
」（speaking into the air

）
の
出
典
は
、
新
約
聖
書
の
「
コ

リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
の
第
十
四
章
に
お
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

も
し
あ
な
た
が
異
言
で
は
っ
き
り
し
な
い
言
葉
を
語
れ
ば
、

ど
う
し
て
そ
の
語
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。そ
れ
で
は
、
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空
に
む
か
っ
て
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
世
に
は
多
種
多

様
の
言
葉
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
意
味
の
な
い
も
の
は
一
つ
も

な
い
。（
一
〇
） 

 

こ
の
一
文
で
は
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
遭

遇
す
る
困
難
な
い
し
そ
の
崩
壊
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
異
言
で
あ
っ
て
も
そ
の
異
言
を
語
る
こ
と
が
、
美
徳

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
種
ま
き
」
と
「
放
送
」
と
い
う
二

つ
の
意
味
合
い
が
一
つ
の
単
語
と
な
っ
た
よ
う
に
、「broadcast

」

に
代
表
さ
れ
る
散
布
の
モ
デ
ル
は
、
近
代
以
降
の
多
く
の
記

録
・
伝
達
の
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
合
致
し

て
い
る
。
近
代
の
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
後
の
第
四
章
と
第

五
章
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。 

 

第
二
章 

あ
る
誤
り
の
歴
史―

心
霊
主
義
の
伝
統 

第
二
章
以
降
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
精
神
史
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
後
半
に
な
っ

て
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
初
め
て
、

非
物
質
的
な
接
触
と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に

生
ま
れ
た
想
像
と
思
想
の
根
源
が
、
早
期
の
キ
リ
ス
ト
教
と
、

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
代
表
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
主
義
、
一
九

世
紀
に
生
ま
れ
た
各
種
の
心
霊
主
義
の
活
動
の
な
か
で
考
察
さ

れ
て
い
る
。 

ま
ず
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
に
お
い
て
、
精
神
と
身
体
の

不
釣
り
合
い
に
よ
り
生
じ
た
対
話
の
失
敗
が
多
く
見
ら
れ
る
。

早
期
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
人
を
愛
す
る
こ
と
は
、
そ
の

人
の
心
に
非
物
理
的
な
方
法
で
接
近
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
伝

統
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
伝
統
の
な
か
で
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
時

代
の
神
学
者
・
哲
学
者
の
聖
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
（Aurelius Augustinus

）
が
、
人
間
同
士
の
間
に
起
き
た

言
語
の
移
動
や
、
神
の
外
観
の
問
題
か
ら
、
内
面
と
し
て
の
心

と
、
外
在
と
し
て
身
体
の
関
係
に
つ
い
て
著
作
を
残
し
た
。
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
人
間
の
使
う
「
記
号
」（signs

）
を
そ

れ
が
運
び
持
つ
意
味
を
抑
圧
す
る
受
動
的
な
容
器
と
し
、
バ
ベ

ル
の
塔
の
建
設
で
経
験
し
た
失
敗
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
間

の
意
思
疎
通
は
天
使
に
よ
る
完
璧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
よ
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り
劣
っ
て
い
る
と
考
え
た
（
一
一
）
。 

著
者
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
「
文
字
よ
り
心
」
と
要
約
し
、
文
字
に
由
来
し
な
が

ら
文
字
を
超
越
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
と
し
て
解
説
し
て
い
る
。

あ
る
意
味
で
い
う
と
、ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が「
メ
デ
ィ
ウ
ム
」

と
い
う
概
念
の
発
明
者
か
も
し
れ
な
い
。『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』

（D
e doctrina Christiana, 397

）
で
使
わ
れ
た
「
道
具
」（m

eans

）

と
い
う
こ
と
ば
は
、
交
通
、
運
搬
、
意
味
の
伝
達
を
表
す
「
メ

デ
ィ
ウ
ム
」・「
メ
デ
ィ
ア
」
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
六
九
頁
）。 

 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
と
、
そ
れ

と
密
接
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
解
釈
学
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
政

治
と
道
徳
の
利
害
関
係
の
絡
み
も
あ
っ
た
と
い
う
。
解
釈
学
に

し
ば
し
ば
抑
圧
さ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
系
統
の
思
想
家
の
な
か

で
、
フ
ロ
イ
ト
と
デ
リ
ダ
、
ラ
カ
ン
は
、
テ
キ
ス
ト
が
外
面
の

も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
人
間
の
内
面
は
「
心
」
で
は
な
く
、

こ
と
ば
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
解

釈
学
の
権
威
に
対
す
る
抵
抗
に
な
っ
た
。 

 

一
七
世
紀
、
精
神
物
理
学
の
領
域
の
発
想
か
ら
大
い
に
啓
発

さ
れ
、
近
代
の
英
語
に
お
い
て
新
し
い
意
味
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」（com

m
unication

）
が
誕
生
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
科

学
史
の
な
か
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ

ン
や
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ス
に
よ
る
著
作
で
、
光
、
声
、

熱
、
重
力
、
煙
と
い
っ
た
も
の
を
介
し
、
精
神
か
ら
精
神
へ
の

直
接
的
な
伝
達
が
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
は
、
重
力
が
磁
力
、
光
、
熱
と
同
じ
く
、
人
間
が
感
知
で

き
な
い
流
動
体
を
通
し
て
動
い
て
進
む
も
の
と
想
定
し
て
お
り
、

こ
の
流
動
体
を
指
す
英
語
と
ラ
テ
ン
語
の
表
記
は
い
ず
れ
も

「
メ
デ
ィ
ウ
ム
」（m

edium

）
で
あ
っ
た
。 

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
概
念
が
物
理
の
範
疇
か

ら
精
神
の
事
象
に
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

の
論
説
が
決
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ロ
ッ
ク
の
革
新
性
は
、

人
と
人
の
間
で
観
念
（ideas

）
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
、
明
確

に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
も
っ
て
記
述

し
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
著
者
は
、
ロ
ッ
ク
の
『
人
間
知

性
論
』（
一
六
八
九
）
に
お
け
る
精
神
と
言
語
に
関
す
る
記
述
を

考
察
し
、
そ
れ
を
デ
カ
ル
ト
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
そ
れ
ぞ
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れ
比
較
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
発

言
や
レ
ト
リ
ッ
ク
、
言
説
の
一
種
で
は
な
く
、
発
言
や
言
説
が

最
終
的
に
達
成
す
る
理
想
的
な
境
地
だ
と
し
て
い
る
。
以
上
の

見
方
を
含
め
て
、
ま
た
、
内
的
な
世
界
と
外
的
世
界
を
区
別
す

る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
ロ
ッ
ク
の
立
場
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
。 

し
か
し
、
両
者
は
全
体
の
理
論
構
築
で
は
異
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
記
号
（sign

）
を
身
体
に
近
い

存
在
と
し
て
捉
え
、ロ
ッ
ク
は
記
号
を
私
有
財
産
と
し
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
は
、
記
号
と
言
語
を
先
天
的
で
は
な
く
、
知
と
観
念

（ideas

）
の
後
に
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
個
人
主
義
を

提
唱
す
る
彼
は
、
個
人
の
内
面
に
生
ま
れ
た
感
覚
と
観
念
を
歪

曲
し
な
い
よ
う
に
、
言
語
と
思
想
を
正
確
に
結
合
さ
せ
る
べ
き

こ
と
を
説
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
合
の
目
的
は
ま
た
、
個
人

の
社
会
的
な
連
帯
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。「
こ
の
よ
う

に
、
ロ
ッ
ク
の
言
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
の
概
念
と
な
っ
た
。
彼
は
、
言
語
と
観
念
を
結
合
さ
せ
る
と

い
う
自
由
を
主
張
し
た
一
方
、（
引
用
者
注
：
他
人
か
ら
の
）
正

確
な
反
応
を
期
待
し
て
い
た
」（
八
五
頁
）。
著
者
は
、
ロ
ッ
ク

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
は
、「
個
」
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
手

に
入
れ
た
人
間
が
い
か
に
共
同
体
、
共
通
性
へ
回
帰
す
る
か
と

い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、『
統
治
二
論
』
と
い
っ
た
私
有
財
産
に

関
す
る
理
論
を
穴
埋
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。 

以
上
、
早
期
キ
リ
ス
ト
の
伝
統
か
ら
一
七
世
紀
の
物
理
学
、

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
い
た
る
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
概
念
の
変
化
、
と
く
に
、
こ
の
な
か
に
表
さ
れ
た
記
号
と

身
体
の
関
係
が
深
掘
り
さ
れ
た
。
第
二
章
の
最
後
で
は
、
以
上

の
思
想
の
流
れ
を
継
承
し
た
時
期
と
し
て
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

技
術
が
現
れ
た
黎
明
期
の
一
九
世
紀
前
後
に
着
目
し
て
い
る
。 

こ
の
時
期
、死
者
や
亡
霊
と
い
っ
た
遠
い
存
在
と
の
接
触
や
、

目
に
見
え
な
い
メ
デ
ィ
ア
を
介
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、

「
心
霊
磁
力
」（
一
二
）

を
使
う
催
眠
術
、
心
霊
主
義
、
エ
ー
テ
ル

の
研
究
に
お
い
て
模
索
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
著
者
は
、
人
間

の
想
像
力
と
技
術
が
い
か
に
相
互
影
響
し
て
い
た
か
と
い
う
視

点
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
非
科
学
的
な
迷
信
と
す

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
。 
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例
え
ば
、「
心
霊
磁
力
」
を
通
し
て
他
の
人
と
一
体
と
な
っ
て

魂
を
融
合
す
る
催
眠
術
は
、
欧
米
の
文
学
と
文
芸
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
流
れ
で
生
ま
れ
た
大
衆
操
作
と
説
得

の
理
念
は
、
二
〇
世
紀
の
群
集
心
理
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
研
究
領
域
に
も
影
を
落
と
し
た
（
一
三
）
。
心
霊
主
義
者

が
亡
霊
と
対
話
す
る
際
に
、
亡
霊
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
を
朗

読
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
選
ば
せ
た
こ
と
は
、
電
信
の
仕
組

み
と
似
て
お
り
、
当
時
は
「
亡
霊
電
信
」（spirit telegraph

）
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｃ
・
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
（Jam

es 
Clerk M

axwell

）
が
説
い
た
エ
ー
テ
ル
の
存
在
は
実
証
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
無
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
想
像
が
無
線
技
術
の
応
用
に
刺
激
を
与
え
て
お
り
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
の
創
始
者
・
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ス
（John Reith

）
も
、
無
線
技

術
は
そ
れ
が
作
動
す
る
エ
ー
テ
ル
に
依
存
し
て
い
る
と
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
（
一
〇
三
頁
）。 

著
者
は
、
一
九
世
紀
前
後
の
心
霊
主
義
者
と
無
線
技
術
の
関

係
者
は
、
言
語
な
ど
の
媒
介
を
介
さ
な
い
共
通
理
解
を
夢
見
て

い
た
が
、他
の
存
在
が
も
つ
視
点
は
我
々
か
ら
隠
さ
れ
て
お
り
、

他
の
存
在
は
我
々
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
難
問
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
（
一

〇
八
頁
）。 

 

第
三
章 

精
神
に
対
す
る
よ
り
強
固
な
視
座―

ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ

ル
ク
ス
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル 

 

心
霊
主
義
者
よ
り
精
神
に
対
し
て
さ
ら
に
強
固
な
視
座

（robust vision

）
を
提
供
し
た
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
、
そ
の
後

継
者
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
で
あ
っ
た
。著
者
は
、

三
者
の
学
説
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も

近
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
直
面
し
た
最
初
の
思

想
家
た
ち
で
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
。
三
者
は
、
削
減
で
き
な

い
身
体
化
の
問
題
（the irreducibility of em

bodim
ent

）、
自
我

の
二
重
性
、
意
味
の
も
つ
公
共
性
と
い
う
立
場
に
お
い
て
、
心

霊
主
義
の
伝
統
と
対
立
し
て
い
た
。 

 
『
精
神
現
象
学
』
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
と
し
て
広
く
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。第
一
に
、『
精
神
現
象
学
』

は
、形
式
か
ら
分
離
で
き
る
内
容
が
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
、
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形
式
に
関
す
る
論
法
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
理
論
の
表
現
で
い
え
ば
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
離
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
客
観
で
あ
り
な
が
ら
主
観
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
は
、
主
観
を
他
の
事
物
と
融
合
す
る
の

で
は
な
く
、
主
観
に
客
観
と
い
う
可
能
性
を
含
め
る
歴
史
的
な

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

著
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
う
「
精
神
」（Geist

）
を
ヘ
ー
ゲ

ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
中
心
的
な
概
念
と
し
て
い
る
。

「
精
神
」
は
、
同
時
に
起
こ
る
多
様
性
と
自
己
意
識
の
統
一
性

を
も
た
ら
す
体
験
で
、
そ
こ
で
自
我
と
他
者
が
同
じ
く
こ
の
客

観
的
で
公
共
的
な
「
精
神
」
か
ら
自
身
を
発
見
す
る
。「
私
は
、

す
な
わ
ち
私
た
ち
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
す
な
わ
ち
私
で
あ
る

（
引
用
者
訳
）」（
一
一
三
頁
）
と
い
う
体
験
と
い
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、「
精
神
」
は
公
共
的
で
あ
り
、
形
式
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
物
質
的
（m

aterial

）
で
も
あ
る
。 

ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
化
で
は
、
精
神
の
客
観
性
を
語

る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
フ
ァ
シ
ス
ト
の
よ
う
な
悪
者
と
し
て
扱

わ
れ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
う
「
精
神
」
は
幽
霊
の
よ
う
な
観

念
で
は
な
く
、
人
間
の
共
同
的
な
「
文
化
」
を
含
意
し
て
い
た

と
い
う
。
美
術
、
音
楽
の
作
品
に
作
者
の
意
志
が
宿
っ
て
い
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
思
考
の
手
が

か
り
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
た
。 

ヘ
ー
ゲ
ル
と
く
ら
べ
、
マ
ル
ク
ス
は
主
観
と
客
観
か
ら
な
る

不
愉
快
な
関
係
、
と
く
に
、
そ
の
関
係
を
代
表
す
る
貨
幣
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
に
着
目
し
て
い
た
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て

貨
幣
は
、
交
換
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の

労
働
を
表
象
し
て
、
人
間
そ
の
も
の
を
疎
外
す
る
メ
デ
ィ
ア
で

も
あ
る
。 

貨
幣
と
市
場
が
象
徴
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル

は
、
散
布
で
あ
る
。
労
働
者
と
そ
の
労
働
の
対
象
の
間
に
あ
っ

た
対
話
の
関
係
が
、
貨
幣
の
存
在
に
よ
っ
て
抽
象
化
さ
れ
、
拡

大
さ
れ
、
散
布
と
い
う
形
に
歪
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
は
、
意
味
の
食

い
違
い
で
は
な
く
、
象
徴
的
か
つ
物
質
的
な
資
源
の
不
適
当
な

配
給
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
の
物
質
と
文
化
に
対
し
て
、
こ
の
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病
理
診
断
で
は
暴
力
革
命
の
処
方
箋
を
用
意
し
て
い
た
。 

著
者
は
、
マ
ル
ク
ス
は
対
話
の
モ
デ
ル
に
専
念
し
す
ぎ
て
、

公
共
的
な
生
活
と
個
人
の
生
活
で
起
き
た
発
話
や
、
そ
の
中
断

に
対
し
て
は
、
応
答
が
不
足
し
て
い
た
と
す
る
。
後
の
マ
ル
ク

ス
主
義
の
政
治
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
見
方
は
以
下
の
二
つ
の
枠
か
ら
脱
却
し
て
い
な
い
。
一
つ

は
、全
員
対
全
員
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
対
話
で
あ
る
。第
二
に
、

階
級
意
識
あ
る
い
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
も
と
で
行
う
少
数
に
よ

る
多
数
に
対
す
る
操
作
で
あ
る
。 

 

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
哲
学
的
な
問

題
と
し
て
捉
え
た
第
一
人
者
で
あ
っ
た
（
一
二
八
頁
）。
悲
劇
的

な
要
素
が
足
り
な
い
マ
ル
ク
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
と

は
対
照
的
に
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
人
間
の
疎
外
が
不
可
避
だ
と

認
め
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
い
か
に
戦

略
的
な
誤
読
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
示
し
た
。 

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
同
じ
く
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
で
は
な
く
、
何
か
を
表
現
し
な

が
ら
隠
匿
す
る
こ
と
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
そ
こ
で
表
現
さ

れ
た
内
容
よ
り
は
、隠
匿
さ
れ
た
内
容
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
『
お
そ
れ
と
お
の
の
き
』（Frygt og 

Bæven, 1843

）
の
な
か
で
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
か
か
っ
た
「
神
に

誘
発
さ
れ
た
失
語
症
」
と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
る
。
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
が
描
い
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
息
子
の
イ
サ
ク
を
殺
す
よ
う

に
神
に
命
じ
ら
れ
た
が
、
イ
サ
ク
の
神
へ
の
信
仰
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
、神
の
意
志
を
他
の
人
に
隠
蔽
し
て
い
た
。こ
こ
で
、

イ
サ
ク
を
殺
す
と
い
う
行
動
に
お
い
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
イ
サ

ク
の
私
的
な
意
味
・
関
係
と
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
神
の
公
的
な
意

味
・
関
係
が
衝
突
し
て
い
た
、
と
著
者
は
解
説
し
て
い
る
。
二

つ
の
意
味
が
調
和
で
き
な
い
な
か
で
、
神
の
命
令
に
従
っ
た
ア

ブ
ラ
ハ
ム
に
と
っ
て
は
、
彼
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
彼
を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ら
し
く
な
い
存
在
に

す
る
こ
と
を
強
い
る
」（
一
三
三
頁
）。
こ
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
と
い
う
行
為
は
、理
解
を
促
す
ど
こ
ろ
か
、

真
実
の
破
壊
者
に
な
る
。 

著
者
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
一
八
八
五
年
に
幕
を
閉
じ
た
彼

の
人
生
に
お
い
て
、
誕
生
期
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
し
た
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社
会
の
転
倒
関
係
を
察
し
て
い
た
と
い
う
。
個
人
と
現
実
世
界

が
変
位
的
な
関
係
に
あ
り
、
位
相
が
違
う
と
い
う
よ
う
に
考
え

た
た
め
だ
ろ
う
が
、
公
共
的
な
関
係
と
権
力
の
問
題
を
軽
ん
じ

る
傾
向
が
あ
っ
た
（
一
二
八
頁
）。 

 

第
四
章 

生
者
の
幻
、
死
者
と
の
対
話 

第
四
章
と
第
五
章
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
前
後
に
出
現
し
た

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
あ
っ
た
「
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」（m

ediated com
m

unication
）
の
側
面
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
。こ
の
時
期
に
人
間
の
接
触
に
起
き
た
画
期
的
な
転
換
は
、

「
記
録
」
と
「
伝
達
」
を
軸
と
し
て
展
開
し
た
。
こ
れ
は
、
英

語
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
命
名
法
か
ら
は
っ
き
り
見
て
取
れ
る
。

電
信
（telegraph

）、
電
話
（telephone

）、
テ
レ
ビ
（television
）、

精
神
感
応
（telepathy

）
の
よ
う
な
「tele-

」
が
つ
く
語
彙
は
、

文
字
、
音
、
図
像
、
精
神
に
起
き
た
新
し
い
距
離
の
ス
ケ
ー
ル

を
提
示
し
た
。
一
方
、
電
信
（telegraph

）、
写
真
（photograph

）、

蓄
音
機
（phonograph

）、
脳
波
記
録
（electroencephalography

）

と
い
っ
た
「-graphy

」
が
付
く
語
彙
は
、
文
字
、
図
像
、
音
、

脳
波
の
新
し
い
記
入
方
法
を
意
味
す
る
。 

著
者
は
ハ
ロ
ル
ド
・
イ
ニ
ス
の
『
帝
国
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
』（Em

pire and com
m

unications, 1950

）
を
参
照
し
な
が

ら
も
、
イ
ニ
ス
が
用
い
る
「
傾
向
性
」（bias

）
で
は
な
く
、「
縛

り
」（binding

）
と
い
う
表
現
を
使
い
、「
伝
達
」
と
「
記
録
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
「
空
間
縛
り
」(space binding)

と
「
時

間
縛
り
」（tim

e binding

）
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。「
紙
と
電

気
の
よ
う
な
空
間
縛
り
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
持
ち
運
び
や
す
く
、

遠
距
離
に
あ
る
異
な
る
場
所
を
空
間
的
に
接
合
す
る
。
彫
像
や

建
築
の
よ
う
な
時
間
縛
り
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
持
続
的
で
、
長
い

時
間
の
な
か
の
異
な
る
瞬
間
を
束
ね
る
」（
一
三
八
頁
）。 

著
者
は
、
イ
ニ
ス
の
理
論
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
い

る
。
人
間
の
営
み
と
精
神
の
関
係
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
一
九
世
紀
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
生
死
の
制
限
と

距
離
の
制
限
を
破
壊
し
た
と
論
説
し
て
い
る
。
伝
達
の
メ
デ
ィ

ア
は
、「
距
離
の
克
服
」（overcom

ing of distance

）
で
あ
り
、

人
間
の
生
身
を
記
録
し
幻
を
生
み
出
す
記
録
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

「
死
の
克
服
」（overcom

ing of death

）
で
あ
る
。 
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以
下
、
記
録
の
メ
デ
ィ
ア
で
起
き
た
死
者
と
の
対
話
は
第
四

章
、
遠
距
離
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
真
実
性
の
追
求
は
第
五
章

で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
四
章
で
は
、
小
見
出
し
で
あ

る
「
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
解
釈
学
」「
エ

マ
ソ
ン―

ヤ
マ
ア
ラ
シ
の
接
触
不
可
能
性
」「
蓄
音
機
と
歪
め
ら

れ
た
対
話
」「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー ―

散
布
と
し
て
の
写
字
生
」「
配

達
不
能
の
郵
便
物
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
著
者
は
一
八
、
一

九
世
紀
の
英
米
の
文
芸
、
新
聞
、
郵
便
に
関
す
る
資
料
を
横
断

的
に
使
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
中
心
的
な
問
題
点
は
、
以
下

の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。 

記
録
メ
デ
ィ
ア
が
も
つ
複
製
の
能
力
は
、
散
布
と
い
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
に
合
致
し
て
い
る
が
、
記
録
メ
デ

ィ
ア
に
生
身
の
人
間
の
要
素
を
見
つ
け
出
し
た
十
九
世
紀
の

人
々
は
、
人
間
の
幻
と
の
「
対
話
」
を
望
ん
で
い
た
。
す
な
わ

ち
、
記
録
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
「
散
布
」
と
「
対
話
」
が
衝
突

し
て
お
り
、
記
録
の
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
人
々
は
、
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
に
置
か
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
挫
折
に
常
に
晒
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
状
況
に
悲
観

的
に
な
っ
た
り
、
憤
り
を
感
じ
た
り
す
る
必
要
は
な
い
と
著
者

は
説
い
て
い
る
。「
実
は
、
す
べ
て
の
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
」（
一

四
二
頁
）。
例
え
ば
、
す
で
に
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を

解
読
す
る
解
釈
学
（herm

eneutics

）
の
学
問
分
野
に
お
い
て
、

作
者
と
疎
遠
な
関
係
に
あ
る
解
読
者
が
、
い
く
ら
テ
キ
ス
ト
を

解
釈
し
て
も
、
回
答
が
こ
な
い
一
方
通
行
が
続
い
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
対
話
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
死
者
の

た
め
で
は
な
く
、我
々
自
身
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る（
一

五
二
頁
）。
歴
史
の
テ
キ
ス
ト
を
解
釈
学
的
に
捉
え
る
姿
勢
は
、

ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
エ
マ
ソ
ン
（Ralph W

aldo Em
erson

）
の

思
想
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
エ
マ
ソ
ン
は
生
者
の
間
の
本
当

の
触
れ
合
い
を
信
じ
な
い
一
方
、
生
者
と
死
者
の
接
点
を
死
者

へ
の
追
悼
と
追
憶
の
な
か
に
見
出
し
た
。 

音
を
記
録
で
き
る
が
対
話
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
非
難
を

浴
び
た
蓄
音
機
の
よ
う
に
、
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
小
説

が
描
い
た
写
字
生
で
あ
る
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
と
い
う
人
物
は
、
謄
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写
し
た
文
章
の
暗
唱
を
拒
否
し
、
回
答
・
対
話
し
な
い
記
録
行

為
で
あ
る
書
写
（writing

）
そ
の
も
の
の
象
徴
に
な
っ
た
。「
ぼ

く
、
そ
う
し
な
い
方
が
い
い
の
で
す
が
」（I prefer not to

）（
一
四
）

と
言
い
続
け
、
も
っ
と
も
人
間
ら
し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
バ
ー

ト
ル
ビ
ー
は
、
フ
ー
コ
ー
や
デ
リ
ダ
と
い
っ
た
ポ
ス
ト
構
造
主

義
の
思
想
家
の
間
で
、
対
話
を
起
こ
そ
う
と
し
た
小
説
の
叙
述

者
に
抵
抗
す
る
反
骨
的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
た
。
こ
こ
で
著

者
は
、
対
話
を
強
い
る
権
力
の
濫
用
に
注
意
し
つ
つ
、
対
話
の

モ
デ
ル
が
す
べ
て
の
道
徳
の
経
験
に
適
用
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら

な
い
と
論
じ
て
い
る
（
一
六
〇
頁
）。 

「
配
達
不
能
の
郵
便
物
」（Dead Letters

）
と
い
う
節
で
は
、

第
二
章
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

た
身
体
＝
形
式
と
精
神
＝
意
味
の
関
係
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と

公
共
性
と
い
う
テ
ー
マ
に
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀

の
郵
便
物
は
、
郵
便
局
長
に
読
ま
れ
た
り
新
聞
に
報
道
さ
れ
た

り
す
る
葉
書
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
記
録
メ
デ
ィ
ア

の
登
場
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
観
念
が
意
識
さ
れ
、
郵

便
の
検
閲
と
配
達
も
変
貌
し
た
。
著
者
は
、
一
旦
記
録
さ
れ
た

も
の
の
私
的
状
態
を
保
つ
こ
と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
、
公
共
の

場
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
領
域
が
浸
透
し
合
う
状
況
の
な
か
で
、

郵
便
と
新
聞
に
変
革
を
起
こ
そ
う
と
し
た
言
動
を
分
析
し
た
。 
 第

五
章 

確
実
な
つ
な
が
り
の
追
求
、
そ
れ
と
も
隔
た
り
へ
の

架
橋
？ 

第
五
章
で
は
、
遠
距
離
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
確
実
な

つ
な
が
り
を
も
た
ら
す
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

一
九
世
紀
の
観
念
論
主
義
者
と
心
霊
現
象
研
究
の
思
想
を
分
析

し
た
後
、
公
共
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
電
話
と
ラ
ジ
オ
放
送

に
絡
み
合
っ
た
文
化
的
な
現
象
を
考
察
し
て
い
る
。 

第
四
章
と
同
じ
く
、
第
五
章
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
メ
デ

ィ
ア
と
身
体
化
（em

bodim
ent

）
の
問
題
を
主
な
分
析
の
軸
と

し
て
い
る
。「
遠
方
に
い
る
生
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、

死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
」（
一
四
九
頁
）
と
し
て
、
一
九
世
紀
の
「
記
録
」
の
メ

デ
ィ
ア
と
「
伝
達
」
の
メ
デ
ィ
ア
に
表
さ
れ
た
身
体
化
の
問
題

は
近
い
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る
。 
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著
者
は
ま
ず
、
一
九
世
紀
後
半
の
物
理
学
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を

用
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手
の
身
体
に
接
近
し
て

い
た
ら
、
そ
の
接
触
は
確
実
の
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問

を
読
者
に
投
げ
か
け
て
い
る
（
一
五
）
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
観

念
論
者
の
ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
ロ
イ
ス
（Josiah Royce

）
と
ブ
ラ
ッ

ド
リ
ー
（F.H. Bradley
）
の
著
作
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
人
間
は
し
ば
し
ば
、
身
体
が
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
外
部
と
隔
離
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

こ
の
部
屋
に
い
る
個
人
は
、
合
図
や
声
と
い
っ
た
記
号
の
送
信

と
受
信
は
で
き
る
が
、
受
け
取
っ
た
記
号
が
受
け
手
自
身
の
妄

想
な
の
か
、
そ
れ
と
も
外
部
に
よ
る
明
確
な
意
図
な
の
か
は
判

断
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
と
個
人
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
独
我
論
の

ス
タ
ン
ス
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

同
じ
く
観
念
論
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ー
リ
ー
も
、
思

想
や
精
神
、
人
間
が
使
う
記
号
が
、
身
体
か
ら
分
離
し
た
も
の

だ
と
捉
え
て
い
た
。
一
方
、
ク
ー
リ
ー
は
個
人
以
上
に
、
社
会

の
な
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
。
社
会
に
と
っ
て

そ
も
そ
も
一
種
の
聾
唖
者
の
よ
う
な
人
間
が
、
メ
デ
ィ
ア
が
も

た
ら
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
革
新
に
よ
り
、
正
常
な
状

態
に
も
ど
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
メ
デ
ィ
ア
を
社
会
変
化
の
推

進
力
と
し
た
こ
の
視
座
は
、
イ
ニ
ス
や
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
ら
ト
ロ

ン
ト
学
派
に
先
立
つ
も
の
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末
の
変
化
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
合
致
し
て
い
た
と
い
う
。 

草
創
期
の「
伝
達
」の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
電
話
と
ラ
ジ
オ
は
、

つ
な
が
り
よ
り
は
隔
た
り
を
生
み
出
し
て
い
た
と
著
者
は
見
て

い
る
。
隔
た
り
に
注
目
す
る
視
点
は
や
や
奇
抜
に
見
え
る
が
、

メ
デ
ィ
ア
の
効
用
を
過
度
に
強
調
す
る
技
術
決
定
論
を
避
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
つ
い
て
思
索
し
格
闘
し
た

人
々
の
精
神
世
界
に
光
を
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

ま
ず
、
対
面
の
会
話
を
一
変
さ
せ
た
電
話
に
は
、
不
可
解
な

一
面
が
あ
っ
た
。
顔
を
合
わ
せ
な
い
電
話
に
は
、
互
い
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
交
渉
す
る
た
め
の
礼
儀
作
法
が
生
み
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
初
期
の
ラ
ジ
オ
と
同
じ
く
電
話
も
、
強
い
ら
れ
た

出
会
い
や
、
家
庭
に
入
っ
た
お
か
し
な
声
、
黒
い
穴
に
落
ち
た

よ
う
な
終
わ
り
方
、
と
い
っ
た
批
判
を
受
け
て
い
た
。
カ
フ
カ
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の
小
説
『
隣
人
』
で
は
電
話
の
盗
み
聞
き
を
恐
れ
偏
執
症
に
な

っ
た
人
、『
城
』
で
は
素
性
の
知
ら
な
い
電
話
の
相
手
の
真
意
を

疑
う
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
隠
そ

う
と
す
る
官
僚
主
義
と
、
官
僚
主
義
の
意
志
を
忖
度
す
る
現
代

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
カ
フ

カ
の
小
説
の
な
か
の
電
話
が
そ
の
代
表
的
な
例
に
な
っ
た
と
い

う
。「
内
面
で
の
反
映
と
外
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
区
別
で
き

な
い
場
合
、
意
味
の
解
読
者
は
独
自
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
閉
鎖
的
な
回
路
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

無
力
は
、
心
理
学
で
は
偏
執
症
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
社
会
的

に
み
れ
ば
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
べ
き
で

あ
ろ
う
」（
二
〇
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
電
話
と
い
う
公
共
的

な
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
た
種
々
の
失
調
が
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
予
言
し
て
い
た
。 

確
実
さ
の
追
求
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ

放
送
に
も
見
ら
れ
る
。
ラ
ジ
オ
で
行
わ
れ
る
放
送

（broadcasting

）
と
い
う
行
為
は
、
一
九
三
四
年
の
ア
メ
リ
カ

の
通
信
法
（The Com

m
unications Act of 1934

）
に
お
い
て
、

私
的
に
管
理
さ
れ
、
公
的
に
受
け
取
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
鉄
道
や
電
話
、
電
信
と
い
っ
た
「
一
般
運
搬
人
」

（com
m

on carrier

）
と
区
別
さ
れ
て
い
た
。
放
送
と
「
一
般
運

搬
人
」
は
そ
れ
ぞ
れ
散
布
と
対
話
の
モ
デ
ル
の
象
徴
で
も
あ
っ

た
と
い
う
。 

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
放
送
の
商
業
化
に
と
も
な
い
大
衆

社
会
で
の
受
容
が
図
ら
れ
、
補
償
的
な
対
話
主
義
が
ラ
ジ
オ
放

送
と
い
う
散
布
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
発
生
し
た
。
放
送
の
脱
身

体
化
と
遠
距
離
に
よ
っ
て
生
じ
た
各
種
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
多
く
の
方
策
が
練
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
お
し
ゃ
べ
り
の
口
調
を
採
用
し
、
見
え
な
い
聴
衆
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
か
の
よ
う
な
対
話
的
な
表
現
形
式
が

工
夫
さ
れ
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
読
者
か
ら
の
手
紙
な
ど
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
も
使
わ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
同
時
配
信
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
っ
た
「
ラ
イ
ブ
」（live

）
と
い
う
言
葉
は
、
死
と

距
離
を
越
え
る
連
絡
の
力
と
い
う
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
一
九
五
〇
年
代
に
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
概
念
が
提
起
さ
れ
た
当
初
、
マ
ス
コ
ミ
に
対
面
の
対
話
が

252



不
足
し
て
い
る
と
い
う
性
格
が
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
た
が
、
一

九
三
〇
年
代
頃
の
聴
衆
に
よ
る
想
像
の
共
同
体
の
構
築
は
看
過

さ
れ
た
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。 

 第
六
章 

機
械
、
動
物
、
異
星
人―

交
流
不
可
能
の
地
平 

一
九
世
紀
に
起
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
種
々
の
ト
ラ

ブ
ル
を
第
四
章
と
第
五
章
で
叙
述
し
て
か
ら
、
第
六
章
で
は
二

〇
世
紀
に
お
け
る
交
流
が
不
可
能
に
近
い
存
在
を
対
象
と
し
て

い
る
。
一
九
世
紀
か
ら
増
幅
さ
れ
た
技
術
の
力
に
よ
っ
て
、
人

間
が
発
し
た
記
号
が
生
身
と
切
り
離
さ
れ
、
人
間
は
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
外
面
化
さ
れ
た
（externalized into m

edia form
s

）。
二

〇
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
挑
戦
は
、
人
間
の
定
義
が

揺
ら
ぐ
な
か
で
、
人
間
の
姿
を
し
て
い
な
い
存
在
で
あ
る
機
械

や
動
物
、
異
星
人
と
の
触
れ
合
い
と
な
っ
た
。 

ま
ず
、
近
代
の
思
想
と
文
化
に
つ
き
ま
と
っ
た
人
間
と
機
械

の
関
係
は
、デ
カ
ル
ト
と
パ
ス
カ
ル
の
時
代
に
遡
れ
る
と
い
う
。

デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
、
人
間
の
理
性
は
、
天
か
ら
付
与
さ
れ
た

神
聖
な
も
の
で
、
他
の
種
や
自
動
機
械
（autom

aton

）
と
は
共

有
し
な
い
。
宇
宙
に
対
す
る
人
間
の
共
感
を
抑
制
し
た
デ
カ
ル

ト
の
理
論
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
に
対
す

る
反
抗
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
動
物
に
対
す
る
罪
の
な
い
虐
殺

や
酷
使
を
容
認
す
る
思
想
的
な
土
台
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
。 

デ
カ
ル
ト
の
対
照
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
初
期
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
開
発
に
携
わ
っ
た
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
テ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
実
験
で
は
、
被
験
者
が

タ
イ
プ
さ
れ
た
対
話
の
み
を
通
し
て
、
対
話
す
る
相
手
の
性
別

を
判
定
す
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
。
容
貌
や
喋
り
方
、
触
覚
と

い
っ
た
生
身
の
要
素
が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ

た
の
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
判
定
は
身
体
の
特
徴
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
だ
け
に
依
拠
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と

く
に
、
対
話
の
相
手
が
機
械
に
置
き
換
え
ら
れ
た
場
合
、
被
験

者
は
機
械
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
チ
ュ
ー

リ
ン
グ
が
想
定
し
た
「
ス
マ
ー
ト
・
マ
シ
ン
」
が
有
す
る
知
性

は
、
身
体
と
は
関
係
の
な
い
知
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の

知
性
は
実
生
活
の
行
動
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
死
や
性
と
い

っ
た
肉
身
の
有
限
性
に
も
制
限
さ
れ
る
も
の
あ
る
こ
と
を
踏
ま
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え
れ
ば
、
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
理
論
は
、
社
会
生
活
と
政
治
生
活

を
疎
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

動
物
や
異
星
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
著
者

は
動
物
や
異
星
人
が
も
つ
人
間
ら
し
い
知
性
を
信
じ
込
み
、
彼

ら
と
む
り
や
り
に
交
流
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
感
情
移
入
を
懸

念
し
て
い
る
。
ト
ー
テ
ム
崇
拝
の
よ
う
に
、
動
物
は
古
く
か
ら

人
間
の
自
己
認
識
の
鏡
で
あ
る
。
一
九
世
紀
以
降
、
動
物
同
士

の
交
流
や
そ
れ
に
用
い
ら
れ
る
記
号
を
検
証
す
る
動
物
行
動
学

が
発
展
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
言
語
に
頼
ら

な
い
形
ま
で
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
以
下
の
よ
う
な

注
意
点
も
あ
る
と
い
う
。 

動
物
行
動
学
は
、
種
を
越
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
物

語
へ
の
想
像
力
を
与
え
る
が
、
人
間
と
の
共
同
生
活
に
欠
け
て

い
る
動
物
と
の
間
の
交
流
か
ら
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
人
間
が
満

足
す
る
よ
う
な
成
果
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
と
く
に
こ
の
交

流
の
目
標
を
、
具
体
的
な
あ
る
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ
う

に
設
定
す
る
場
合
、
一
層
緊
急
性
に
欠
け
て
い
る
し
、
歴
史
上

に
も
一
度
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。数
千
年
の
過
酷
な
征
服
と
、

そ
れ
に
比
べ
て
短
い
歴
史
し
か
持
た
な
い
家
庭
内
で
の
ペ
ッ
テ

ィ
ン
グ
は
、
統
治
と
自
己
の
感
情
の
投
写
と
い
う
二
つ
の
モ
デ

ル
を
も
っ
て
し
か
説
明
で
き
な
い
。 

自
己
の
感
情
の
投
写
は
、
異
星
人
と
交
流
し
た
い
と
い
う
熱

望
に
も
見
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
国
際
的
な
科

学
組
織
で
あ
る
地
球
外
知
的
生
命
体
探
察
（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
に
よ

る
早
期
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
科
学
が
宇
宙
に
お
け
る
普
遍

的
な
価
値
観
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。
宇
宙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
探
索
し
て
い
た
当
時
の
科
学
者
た
ち
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送

り
手
は
必
ず
科
学
者
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
、

地
球
外
の
文
明
の
助
け
で
人
類
の
絶
滅
が
避
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

と
楽
観
的
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
に
よ
る
探
索
作
業
は
、
心
霊
主
義
者
た

ち
が
試
み
た
死
者
と
の
対
話
と
同
じ
く
難
航
し
た
。
例
え
ば
、

地
球
か
ら
三
八
光
年
離
れ
た
恒
星
の
ア
ー
ク
ト
ゥ
ル
ス
の
付
近

か
ら
送
信
し
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
に
は
、
少

な
く
と
も
三
八
年
の
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
る
。「
地
球
外
生
命

体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
状
況
よ
り
も
、
遠
距
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離
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
過
去
」
か
ら
来
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
説
明
で
き
る
」（
二
四
八
頁
）。 

ま
た
、
無
限
に
近
い
情
報
の
海
か
ら
意
味
の
あ
る
方
向
に
、

記
号
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
作
業
は
、
理
論
的
か
つ
数
字
的

に
ほ
ぼ
達
成
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
は
「
議
論
の
余

地
を
も
た
な
い
人
工
的
な
信
号
の
識
別
」
と
い
う
戦
略
を
取
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
た
る
一
連
の
信
号
は
、
自
然
物

や
偶
然
の
発
生
と
は
異
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
信
と
送
信
に
お
い
て
、
地
球
外
生
命

体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
は
た
し
て
人
類
の
感
覚
で
識
別
で
き
る

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
彼
ら
に
送
信
し
た
高
尚
だ
と
思

わ
れ
る
地
球
の
文
明
は
、
地
球
の
大
衆
文
化
よ
り
も
彼
ら
に
好

ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
れ
ら
の
質
問
を
読
者
に
投
げ
か
け
る
こ
と
で
、
著
者
は
Ｓ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
の
努
力
が
不
思
議
な
ほ
ど
の
片
思
い
に
走
っ
て
い
た
と

い
う
一
面
を
提
示
し
た
。
か
つ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
情
熱
に
満

ち
た
好
奇
心
は
、
ロ
マ
ン
主
義
者
に
よ
っ
て
日
暮
れ
や
鳥
の
鳴

き
声
、
雲
の
構
造
と
い
っ
た
地
球
上
の
大
自
然
に
投
げ
か
け
ら

れ
た
が
、
相
手
の
反
応
を
求
め
る
姿
勢
は
取
ら
な
か
っ
た
。
人

間
を
す
べ
て
の
尺
度
に
す
る
独
我
論
を
避
け
る
に
は
、
不
可
解

な
他
者
と
い
う
客
観
的
事
実
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  
 
 

三 

本
書
の
評
価 

 

本
書
『
空
に
向
か
っ
て
語
る―

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精

神
史
』
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
し

て
評
価
す
べ
き
は
、
ま
ず
、
人
文
学
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
可
能

性
を
広
め
た
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
、
社

会
心
理
学
に
よ
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
と
大
き

く
異
な
り
、
ま
た
、
研
究
手
法
を
部
分
的
に
共
有
す
る
文
化
研

究
と
も
研
究
の
ス
タ
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
が
「
存
在
と
い
う
巨
大
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（great network of being

）
に
お
い
て
、
い
か
に
人
間

の
立
ち
位
置
を
確
定
す
る
か
に
変
わ
っ
た
」と
あ
る
よ
う
に（
二

二
九
頁
）、
本
書
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
人
間
の
存
在
に

か
か
わ
る
問
題
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ョ
ン
に
か
か
わ
る
近
代
以
降
の
時
代
精
神
を
俯
瞰
し
て
い
る
。 

こ
の
意
味
で
、
本
書
の
い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精

神
史
」
は
、
技
術
決
定
論
と
対
照
的
に
理
解
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
技
術
の
進
歩
が
あ
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
起

き
る
障
害
は
な
ぜ
消
し
去
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を

繰
り
返
し
て
問
う
本
書
は
、
多
く
の
科
学
・
技
術
の
言
説
を
分

析
し
た
。
ト
ロ
ン
ト
学
派
の
メ
デ
ィ
ア
理
論
か
ら
継
承
し
た
部

分
も
大
き
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
は
、
技
術
に
よ
っ
て
変
え

ら
れ
た
人
間
の
存
在
の
表
し
方
と
、
技
術
を
生
み
出
し
て
技
術

の
力
を
増
幅
さ
せ
た
人
間
の
欲
望
・
精
神
と
の
絡
み
合
い
が
重

点
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
視
座
に
お
い
て
技
術
決
定
論
を
ほ
と

ん
ど
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
起
き
る
障
害
が
人
間
の
運
命
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
、
や
や
悲
観
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
見
受
け
ら

れ
る
。
た
だ
、
著
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
な
間
主
観
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
に
近
い
立
場
に
立
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
よ
り
よ
い
理
解
へ
と
読
者
を
導
い
た
。
す
な

わ
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
双
方
の
交
流
と
い
う
狭
い
意

味
か
ら
解
放
し
、倫
理
的
か
つ
政
治
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
は
、
人
間
自
身
に
関
す
る
知
を

深
め
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
の
存
在
と
間
主
観
的
な
関
係
を
構

築
す
る
他
者
と
、
い
か
に
共
存
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
含
意
す

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
子
ど
も
や
動
物
、
大
自
然
を
大
事
に

思
う
責
任
は
、
彼
ら
に
は
我
々
が
認
め
る
知
性
が
あ
る
か
ら
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
に
は
、
我
々
と
つ
な
が
る
血
縁
関

係
や
共
存
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

ま
た
本
書
は
、
個
人
単
位
や
ミ
ク
ロ
な
視
点
が
多
か
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
に
、「
対
話
」（dialogue

）
と
「
散
布
」

（dissem
ination

）
と
い
う
二
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
マ
ク
ロ

な
視
点
を
補
足
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
欧
米
の
道
徳
観
と
キ
リ

ス
ト
教
文
化
に
大
き
く
依
拠
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
フ
ロ
イ
ト

『
文
明
へ
の
不
満
』（Civilization and Its D

iscontent, 1929

）

に
対
す
る
本
書
の
評
価
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
（
二
一
九
頁
）、
一

対
一
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
対
話
主
義
の
エ
ロ
ス
と
、
よ
り
大

き
な
視
野
を
も
っ
て
よ
り
弱
い
感
情
的
な
繋
が
り
を
も
つ
文
明

は
、
常
に
拮
抗
関
係
に
あ
っ
た
。
本
書
は
、
一
対
一
の
対
話
主
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義
よ
り
、
文
明
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
倫
理
観
を

選
ん
だ
と
い
え
よ
う
（
一
六
）
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
、
一
つ
の
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
を
考
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
人
間
の
立
ち
位
置
な
い
し
文
明
の
存
続
な
ど
、
大
き

く
考
え
る
べ
き
だ
と
本
書
は
説
い
た
。 

「
散
布
」
の
モ
デ
ル
を
強
調
し
た
狙
い
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
相
互
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
神
話
を
破
ろ
う
と
す

る
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
で
の
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
「
理
想
は
、
栄
光
に
満
ち
た
と
同
時
に
厳
格
な
も
の
で

あ
る
」（
四
五
頁
）。
著
者
は
、
隔
た
り
が
な
く
、
双
方
が
融
合

す
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
想
は
必
ず
し
も
積
極

的
だ
と
は
限
ら
ず
、
即
座
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
要
求
す
る
よ

う
な
対
話
が
凶
暴
的
に
な
り
う
る
と
警
戒
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

「
対
話
」
の
行
き
過
ぎ
を
「
散
布
」
の
モ
デ
ル
で
補
う
こ
と
で
、

「
散
布
」
と
「
対
話
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
普
遍
的
か
つ
具

体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
と
い
う
倫
理
が
本
書

で
は
提
示
さ
れ
た
。 

最
後
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
関
係
を
再
考
す
る
点
に
お
い
て
、
本
書
は
新

し
い
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
ま
ず
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
一
対
一
の
活
動
に
な
り
う
る
と
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
の
下
に

置
か
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。（
引
用
者
注
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
よ
り
は
）
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
先
に
来
る
」

（
六
頁
）
と
い
う
主
張
に
、
読
者
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
転
倒
を
感
じ
取
る
だ

ろ
う
が
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
発
生
し
た
と
い
う
事
実
の
順
番
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
人
間
の
意
識
が
生
ま
れ
た
順
番
で
あ
る
。 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」を
つ
な
げ
て
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、ま
た
、

本
書
を
一
貫
し
た
主
題
の
一
つ
と
し
て
、
何
か
の
媒
介
を
通
し

て
姿
を
現
す
と
い
う
意
味
で
の
「
身
体
化
」（em

bodim
ent

）
の

問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
著
者
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
精
神
史
は
、
近
代
生
活
の
な
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ロ
ス
の
記

録
で
あ
る
」
と
要
約
し
て
お
り
、「
エ
ロ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
第
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一
章
で
提
示
さ
れ
た
プ
ラ
ト
ン
に
よ
る
見
解
に
従
い
、
身
体
と

身
体
が
接
触
し
て
い
な
い
力
の
場
（force fields

）
と
定
義
し
て

い
る
（
一
八
〇
頁
）。
一
方
、
著
者
に
と
っ
て
の
「
身
体
化
」
の

問
題
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
に
お
い
て
す
で
に
存
在
し
て
い

た
古
く
か
ら
の
哲
学
の
問
題
で
も
あ
る
。
記
号
を
残
せ
ば
、
そ

の
記
号
が
書
写
で
あ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
タ
イ
プ
さ
れ
た

活
字
で
あ
れ
、
記
号
を
残
し
た
側
の
身
体
と
の
関
係
が
問
い
続

け
ら
れ
た
。し
か
も
、ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
る
書
写
へ
の
危
惧
と
、

一
九
世
紀
の
人
々
が
電
話
や
ラ
ジ
オ
に
感
じ
と
っ
た
驚
異
と
は
、

ど
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

二
一
世
紀
の
人
々
が
接
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
人
工
知

能
は
、
ど
れ
ほ
ど
新
し
い
「
身
体
化
」
の
問
題
だ
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
に
本
書
で
は
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に

よ
っ
て
、
記
号
と
人
間
の
肉
身
の
関
係
に
潜
ん
で
い
る
矛
盾
や

力
関
係
が
顕
在
化
し
た
と
捉
え
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
同
じ
土
俵
に
お
い
て

考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。 

以
上
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
に
お

い
て
本
書
を
評
価
す
べ
く
三
点
に
ま
と
め
た
。
資
料
と
論
証
が

充
実
し
て
お
り
、
倫
理
的
、
哲
学
的
な
啓
発
を
多
く
読
み
取
れ

る
本
書
の
趣
旨
は
、
一
本
の
書
評
に
お
い
て
す
べ
て
開
示
す
る

こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
各

分
野
か
ら
、
ま
た
一
般
書
と
し
て
も
専
門
書
と
し
て
も
、
読
み

応
え
の
あ
る
一
冊
に
違
い
な
い
と
言
え
る
。 

研
究
対
象
の
全
体
的
な
時
空
の
ス
ケ
ー
ル
の
広
さ
や
、
論
述

の
取
捨
選
択
に
は
さ
ら
な
る
検
討
の
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
文

学
と
哲
学
の
領
域
で
深
め
ら
れ
た
蓄
積
に
基
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神
史
を
構
築
し
た
本
書
は
、
と
く
に
論
述
の

運
び
方
に
お
い
て
、
詳
細
な
考
証
を
重
視
す
る
歴
史
研
究
と
の

差
異
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
さ
ら
な
る
評
価
に
つ

い
て
は
、
西
洋
思
想
史
・
哲
学
史
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け

が
関
わ
る
だ
ろ
う
し
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
か
ら
影
響
を
受
け
た

欧
米
発
の
メ
デ
ィ
ア
理
論
へ
の
評
価
や
（
一
七
）
、
著
者
が
提
示
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
と
類
似
し
た
思
想
や
文
化

現
象
が
ほ
か
の
文
化
圏
に
お
い
て
い
か
な
る
様
相
を
呈
し
て
い

た
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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こ
れ
ら
の
課
題
は
す
で
に
本
稿
で
論
じ
ら
れ
る
範
囲
を
越
え
て

い
る
の
で
、
本
書
に
対
す
る
さ
ら
な
る
討
論
と
批
評
に
期
待
し

た
い
。 

 
 

(

一) 

鶴
見
俊
介
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
へ
の
お
ぼ
え
が
き
」
江
藤
文
夫
、
鶴
見
俊

輔
、
山
本
明
編
『
講
座
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
』
研

究
社
出
版
、
一
九
七
三
年
、
一
七
頁
。 

(

二) 

一
九
七
二
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
専
門
書
に
は
、『
講

座
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』（
全
六
巻
、
研
究
出
版
社
、
一
九
七
二―

一
九
七
三
年
）

シ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、
山
田
宗
睦
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
文
明
』（
田
畑
書
店
、
一

九
七
二
年
）、
慶
応
大
学
新
聞
研
究
所
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
の
理
論―

イ
ン

タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
慶
應
通
信
、
一
九
七
二
年
）、
東
京
大
学

新
聞
研
究
所
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン―

行
動
と
様
式
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

七
四
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

(

三) 

白
戸
健
一
郎
「
日
記
性
の
復
権―

鶴
見
俊
輔
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
」」『
メ

デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
五
二
号
、
五
七―

六
五
頁
を
参
照
。 

(

四) 

山
腰
修
三
「
理
論
研
究
の
歩
み
と
課
題 : 

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と

メ
デ
ィ
ア
理
論
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
一

〇
〇
号
、
三―

一
二
頁
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
部
会
「
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
歩
み
と
課
題
」

『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
一
〇
〇
号
、
四
九―

六
一
頁
、
津
田
正
太

郎
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
の
メ
デ
ィ
ア
化
：
学
会
名
称
変
更
過
程
に
お

け
る
「
学
術
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
」」『
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
第
一
〇
一
号
、
二
三―

四
四
頁

な
ど
を
参
照
。 

(

五) 

本
書
の
書
名
は
評
者
に
よ
る
訳
で
あ
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「a history of the idea 

 
of com

m
unication

」
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
思
想
史
」
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
で
は
知
識
人
の
ほ
か
、
大
衆
文
化
や
技
術
的
な
言
説
の
考
察

も
多
く
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
対
話
」
と
「
散
布
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ

ル
が
本
書
の
史
的
な
叙
述
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
精
神
史
」
と
訳
す
る
の
が
適
切
だ
と
考
え
る
。 

(

六) 

著
者
は
こ
こ
で
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
概
念
を
参
照
し
て
い
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
思

想
、
情
報
、
態
度
な
ど
が
伝
え
ら
れ
、
受
け
と
ら
れ
る
諸
組
織
・
機
構
や
形
式
の
こ
と

を
指
そ
う
と
思
う
」（
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
、
立
原
宏
要
求
訳
『
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
合
同
出
版
、
一
九
六
九
年
、
一
七
頁
）。 

(

七) 

プ
ラ
ト
ン
著
、
藤
沢
令
夫
訳
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
一
三

六―

一
三
七
頁
。 

(

八) 

新
約
聖
書
の
四
福
音
書
（
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
）
は
イ
エ
ス
の
生

涯
と
教
説
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
前
三
者
は
記
述
内
容
、
語
句
、
構
成
に
共
通

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
前
三
者
を
並
べ
て
観
察
・
研
究
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ

た
の
で
、
共
観
福
音
書
の
名
が
与
え
ら
れ
た
（『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
な

ど
を
参
照
）。 

(

九) 

こ
こ
で
著
者
は
、「broadcast

」
に
種
ま
き
と
「
放
送
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
も

た
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

一
〇) 

『
新
約
聖
書 

米
国
標
準
訳
日
本
語
口
語
訳
対
照
』
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
五

七
年
、
五
二
九
頁
。 

(

一
一) 

こ
こ
で
考
察
さ
れ
た
聖
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
著
作
と
し
て
、

『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
（De Doctrina Chistiana

）』
と
『
神
の
国
（City of God

）』

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
で
、
こ
と
ば
を
介
さ
な

い
意
思
疎
通
の
で
き
る
天
使
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
迅
速
で
、
間
違
い
が

な
い
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

(

一
二) 

こ
こ
で
、「
心
霊
磁
力
」（anim

al m
agnetism

）
と
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

259



 
著
者
の
解
説
を
参
考
し
た
。
本
書
に
よ
れ
ば
、「anim

al m
agnetism

」
の
言
い
方
は
、

物
理
の
磁
力
（physical m

agnetism

）
を
対
照
と
し
て
い
る
と
い
う
。
吉
見
俊
哉
『「
声
」

の
資
本
主
義 
電
話
・
ラ
ジ
オ
・
蓄
音
機
の
社
会
史
』（
河
出
書
房
、
二
〇
二
一
年
）

で
は
、「
動
物
磁
力
」
と
直
訳
さ
れ
て
い
る
。 

(

一
三) John Durham

 Peters, "Satan and savior: M
ass com

m
unication in progressive 

thought, " Critical Studies in M
edia Communication, Volum

e 6, 1989, pp. 247-263. 
(

一
四) 

こ
こ
で
の
日
本
語
訳
は
、
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
作
、
坂
下
昇
訳
『
幽
霊
船 

他
一
篇
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
八
二
頁
を
参
照
。 

(

一
五) 

マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
（Jam

es Clerk M
axwell

）
が
一
九
世
紀
後
半
に
行
っ
た
実
験
が

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
の
レ
ン
ズ
に
圧
力
を
か
け
、
レ
ン
ズ
を
通
し
た
光
の

距
離
を
測
る
と
い
う
実
験
に
お
い
て
、
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
は
「
巨
大
な
圧
力
を
か
け
て
い

て
も
、
接
触
は
な
か
っ
た
」
と
判
断
し
た
。 

(

一
六) 

本
書
で
は
フ
ロ
イ
ト
『
文
明
へ
の
不
満
』
に
対
し
て
、
文
明
は
、
各
個
人
、
家

族
、
国
家
、
人
種
を
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
が
、
確
実
な
民
主
主
義
の
エ
ロ
ス
は
、

そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
他
の
人
へ
の
抑
圧
が
起
こ
り

か
ね
な
い
と
解
説
し
て
い
る
。 

(

一
七) 

同
じ
く
キ
リ
ス
ト
教
文
化
か
ら
影
響
を
受
け
た
メ
デ
ィ
ア
理
論
家
と
し
て
、
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
と
オ
ン
グ
も
挙
げ
ら
れ
る
。例
え
ば
、マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は『
メ
デ
ィ
ア
論
』

に
お
い
て
、
記
号
・
言
語
を
瞬
時
に
翻
訳
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
世
界
共
通
の
理

解
と
統
一
の
成
就
し
た
「
聖
霊
降
臨
」
の
状
況
を
技
術
に
よ
っ
て
約
束
し
て
く
れ
る
と

論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
書
の
著
者
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
完
璧
な
意
味
論
的
な

伝
達
を
追
求
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
に
な
り
か
ね
な
い
と
映
る
こ
と
だ
ろ
う
。 
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